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[1] 集合 {1, 2, 3, 4} の上の有限加法族はどのようなものがあるか．全て挙げよ．

[2] 講義で行った Rn 上の有限加法族 F とその上の有限加法的測度mの構成におい
て，n = 1, f1(x) = [x] (x を超えない最大の整数)とする．講義で示した定理によって
このmは完全加法的であるが，このことを直接確認せよ．

[3] 講義で行った Rn 上の有限加法族 F とその上の有限加法的測度mの構成におい
て，n = 1,

f1(x) =

{
0 (x ≤ 0の時),

1 (その他の時).

とする．講義で示した定理によってこのmは完全加法的ではないが，En ∈ F ,
∪∞

n=1En ∈
F ,

∪∞
n=1En は disjoint union であって，

∑∞
n=1m(En) ̸= m(

∪∞
n=1En) となるものの例

を挙げよ．

[4] R上の任意の部分集合 Aに対し，Aに含まれる有理数の個数をΓ(A)とおく．(無
限個の時は Γ(A) = ∞とおく．) この ΓはR上の外測度であることを示せ．

[5] R 上の外測度 Γであって，Γ(A)の取りうる値の集合が [1,∞) ∪ {0,∞}となる
ようなものの例を挙げよ．


